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第ニコリント書10－13章におけるパウロの論敵
山田　耕太
1．始めに　　　　　　　　　・
　第ニコリソト書におけるパウロの論敵が一体誰であり、パウロは誰か
ら批判を受けて、それに対して自分の立場を弁明しているのか、という
問題は、19世紀のF．C．Baur（1）が問題を提起して以来、新約聖書におい
て原始キリスト教史を解明する上で重要な問題であると認識されてきて
いる。しかし、問題は未だに解決されておらず、意見の一致を見ていな
い。本稿では、既にさまざな議論がなされてきた、この古くて新しい問
題に対して、修辞学的批評の立場から新たな視点を提供して、今までの
議論とは違った角度から改めて議論し、論敵の全体像を再構成すること
を目的とする。
　本稿では、第一コリソト書と第ニコリソト書のパウロの論敵は同一で
ある、というF．C．Baurの見解とは異なって（2）、両書のパウロの論敵の
問題は密接に関わるのであるが、別の問題である、という今日ではほぼ
共通した見解から、第ニコリソト書におけるパウロの論敵の問題を取り
扱う。また、今日では多数意見となっている、第ニコリソト書1－9章
と10－13章は別の手紙である、という立場から（3＞、問題を10－13章に限
定して論じることにする（4）。すなわち、第ニコリソト書1－9章におけ
るパウロの論敵の問題と第ニコリソト書10－13章におけるパウロの論敵
の問題は、さらに密接に関連するのではあるが、10－13章における問題
は、コリソトへの侵入者（nコリソト11：4）によって引き起こされた
のであり、1－9章で問題を引き起こした「不正を行なった者」　（llコ
リソト7：12）とパウロから批判されたコリソト人とは別人である、と
いう立場から論じることになる⑤。
　第ニコリソト書10－13章は、他の書簡に比べて、パウロの論敵の姿が
明確に描かれている箇所ではあるが、本稿では今までの議論のように論
敵の像の一部分を強調して論じるのではなく、書簡理論的視点と修辞学
的視点によって全体の構造を分析した結果に基づき（6）、論敵の全体像を
バラソスよく明確に描き出すことを以下で試みてみたい。その前に、従
来どのような議論が重ねられてきたのかを瞥見してみることにする。
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2．研究史的回顧
　第ニコリソト書10－13章におけるパウロの論敵について、今までなさ
れてきた議論は、以下のように大別される。すなわち、ユダヤ主義者、
グノーシス主義者、ヘレニズムの「神の人」（θedec　diiK　K）eg）、エルサレム
から派遣された霊能者、高慢な者、という五つの類型に分かれる⑦。
（1）ユダヤ主義者⑧
　F．C．Baurは、パウロの論敵の問題が原始キリスト教史を解明する鍵
であることを最初に指摘し、後の新約聖書学に大きな影響力を与えた人
物であるが、既に19世紀前半にパウロの論敵がユダヤ主義者であること
を指摘した。Baurの再構成した初期キリスト教史は、正（ペトロ主義）・
反（パウロ主義）・合（初期カトリシズム）というヘーゲル哲学の概念
に影響を受けていたが、ヘーゲル哲学の概念を払拭した上でも、今日で
も第ニコリソト書10－13章におけるパウロの論敵がユダヤ主義者である、
という見解がかなり支配的である。その立場は、Baurの釈義を主要な
点で継承している英国を代表する新約学者であるC．K．Barrett（9）によっ
て代表され、また死海文書との関連を示唆するJ．Gunther（1°）、さらには
Baurの視点を現代化して原始キリスト教史を再構成しようとする
G．LUdemann（11）によっても表明されている。
　この解釈では、まず第一に、パウロの論敵が「ヘブライ人、イスラエ
ル人、アブラハムの子孫」　（11：22）であることを誇り、「義に仕える
人」　（11：15、「義」は「律法」と深い関連がある）と自認しているこ
とを強調する。
　第二に、「異なる福音」　（11：4）は、ガラテヤ書の「異なる福音」
（ガラテヤ1：6）と同じ言葉であり、ガラテヤでパウロが直面したユ
ダヤ主義者と彼らとの類似性を示唆する。
　第三に、とりわけBarrettによれば、「大使徒」　（11：5、12：11）
は「偽使徒」　（11：13）とは異なり、ガラテヤ書の「重だった人々」
（ガラテヤ2：2、6）や「柱と目されている人々」　（ガラテヤ2：9）
と類似の表現であり、エルサレム教会の指導者層を指す。また、「偽使
徒たち」とは、エルサレム教会から派遣されたユダヤ主義者のことであ
る。さらに、「神の測りによって割り当てられた基準」　（10：13）とは、
使徒会議でペトロとパウロが、それぞれユダヤ人宣教と異邦人宣教に分
けた領域を意味し、「限度を越えて誇る」　（10：13、15）とは、ユダヤ
主義者がパウロの宣教領域に侵入し、彼らがまるで自分達の宣教成果で
